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第一章　数式の向こう側

朝の勤行の鐘が響く中、藤原悠真は正座したまま、目の前の経典を見つめていた。『仏説無量寿

経』の文字が並ぶページに、彼の視線は釘付けになっている。しかし、その眼差しは経典の内容

を読み取ろうとするものではなく、むしろ数式を解析するときのような、冷静で論理的な観察の

目だった。

「設我得仏、十方衆生、至心信楽、欲生我国、乃至十念、若不生者、不取正覚」

阿弥陀仏の四十八願の中でも最も重要とされる第十八願の文言が、悠真の頭の中で反響してい

た。彼は心の中で、この文章を数学的な命題として分解しようと試みる。

「もし私が仏になったとき、十方の衆生が心から信じ、私の国に生まれたいと願い、十回念仏を

唱えても、もし生まれることができないなら、私は正覚を取らない」

悠真は眉をひそめた。これは条件文だ。「もし...なら...でなければ...しない」という論理構造。し

かし、この命題の真偽を検証する方法が見当たらない。極楽浄土への往生という結果を、どうや

って客観的に測定するのか。阿弥陀仏の存在をどう証明するのか。

「悠真さん」

隣に座っていた兄弟子の慈雲が、小声で声をかけた。

「お経に集中してください。心ここにあらずでは、仏様のお心に触れることはできませんよ」

悠真は慌てて姿勢を正した。慈雲は悠真より五歳年上で、この寺に来て既に十年になる。穏やか

な笑顔の奥に、深い信心を宿した人物だった。

勤行が終わると、悠真は一人で境内を歩いた。桜の花びらが舞い散る中、彼の頭の中では相変わ

らず疑問が渦巻いている。

大学院時代、悠真は素粒子論の研究に没頭していた。クォークやレプトンといった基本粒子の相

互作用を記述する標準模型は、彼にとって美しい数学的構造そのものだった。ラグランジアンと



いう一つの式から、宇宙の基本的な力が全て導き出される。その完璧な論理体系に、彼は深い感

動を覚えていた。

しかし、研究を続けるうちに、ある種の虚無感が彼を襲うようになった。素粒子の性質を解明し

たところで、それが人間の苦悩や喜びとどう関係するのか。宇宙の真理を数式で記述できたとし

て、それが人生の意味を与えてくれるのか。

そんな折、祖父の葬儀で訪れたこの寺で、住職の法話を聞いた。

「阿弥陀仏の慈悲は、条件を問いません。学歴も、地位も、善行の多寡も関係ない。ただ、南無

阿弥陀仏と唱える心があれば、必ず救われるのです」

その言葉に、悠真は強い衝撃を受けた。科学の世界では、全てが条件と結果の因果関係で成り立

っている。しかし、ここには無条件の救済という概念があった。論理を超えた、絶対的な慈悲の

存在。

それから半年後、悠真は研究職を辞め、この寺の門を叩いた。

「悠真さん」

振り返ると、住職の慈光和尚が立っていた。七十歳を過ぎているが、背筋はまっすぐで、深い慈

愛に満ちた眼差しをしている。

「お疲れ様でした。少し話をしませんか」

二人は本堂の縁側に腰を下ろした。春の陽だまりが心地よく、鳥のさえずりが静寂を彩ってい

る。

「修行はいかがですか」慈光和尚が尋ねた。

「正直に申し上げますと、戸惑うことばかりです」悠真は率直に答えた。「経典を読んでも、そ

の内容を論理的に理解することができません。特に、信心ということが、どうしても腑に落ちな

いのです」

慈光和尚は微笑んだ。「それは当然のことです。仏法は、頭で理解するものではありませんから」

「しかし、理解できないものを、どうして信じることができるのでしょうか」

「悠真さんは、物理学を研究されていましたね」

「はい」



「では、お聞きしますが、電子の存在を、あなたは直接見たことがありますか」

悠真は少し考えた。「いえ、電子そのものを見ることはできません。しかし、その存在は様々な

実験によって証明されています。霧箱での軌跡や、電子顕微鏡での観察など」

「つまり、電子の存在は、その働きや現象を通じて知ることができるということですね」

「そうです」

「阿弥陀仏の存在も、同じではないでしょうか。直接見ることはできませんが、その慈悲の働き

は、念仏を唱える人々の心の変化や、救われた体験を通じて知ることができます」

悠真は黙り込んだ。確かに、科学の世界でも、直接観測できない現象を、その効果や影響を通じ

て研究することは多い。ダークマターやダークエネルギーなど、宇宙の大部分を占めるとされる

物質も、重力的な影響でしかその存在を推測できない。

「しかし」悠真は続けた。「科学の場合、仮説は検証可能です。実験や観測によって、理論の正

しさを確かめることができます。しかし、極楽浄土への往生や、阿弥陀仏の救いは、どうやって

検証するのでしょうか」

慈光和尚は少し間を置いてから答えた。「検証の方法が違うのです。科学は外的な現象を客観的

に観測しますが、仏法は内的な体験を主観的に味わいます。どちらも真理に迫る方法ですが、ア

プローチが異なるのです」

「内的な体験、ですか」

「そうです。念仏を唱えることで得られる心の安らぎ、苦悩からの解放、慈悲の心の芽生え。こ

れらは、唱える人にとっては確かな現実です。他人には証明できませんが、本人にとっては疑い

ようのない真実なのです」

悠真は考え込んだ。確かに、科学の世界でも主観的な体験は重要な役割を果たしている。アイン

シュタインが相対性理論を発見したときの直感や、数学者が美しい定理を見つけたときの感動。

これらは客観的に測定できるものではないが、科学の発展にとって不可欠な要素だった。

「しかし」悠真は再び疑問を口にした。「信心というのは、論理的な根拠なしに何かを信じるこ

とですよね。それは、科学的な思考とは正反対のように思えます」

慈光和尚は深くうなずいた。「その通りです。しかし、考えてみてください。科学者も、ある意

味では信心を持っているのではないでしょうか」



「どういう意味ですか」

「宇宙には法則があり、その法則は数学で記述できるという信念。実験結果は客観的な真実を反

映しているという信頼。これらは、論理的に証明できるものでしょうか」

悠真は言葉に詰まった。確かに、科学の基盤には、証明不可能な前提がいくつもある。自然界に

一貫した法則が存在するという仮定、数学が現実を記述する有効な言語であるという信念、観測

者の理性が宇宙の構造を理解できるという確信。これらは全て、ある種の「信心」に基づいてい

るとも言える。

「つまり」慈光和尚は続けた。「科学と仏法は、どちらも信心から始まるのです。ただ、その信

心の対象が違うだけです。科学者は自然法則を信じ、仏教徒は阿弥陀仏の慈悲を信じる。どちら

も、その信心を通じて真理に迫ろうとしているのです」

夕日が境内を染める中、悠真は慈光和尚の言葉を反芻していた。科学と仏教が、実は共通の構造

を持っているという視点は、彼にとって新鮮な驚きだった。

その夜、悠真は自分の部屋で、久しぶりに物理学の教科書を開いた。量子力学の章を読み返しな

がら、彼は新たな視点で理論を眺めていた。

ハイゼンベルクの不確定性原理。粒子の位置と運動量を同時に正確に測定することはできない。

これは、観測という行為そのものが、観測対象に影響を与えるからだ。つまり、完全に客観的な

観測は不可能であり、観測者と観測対象は切り離せない関係にある。

悠真は、この原理と仏教の教えの間に、ある種の類似性を感じ始めていた。仏教では、観察する

心と観察される現象は、相互に影響し合う関係にある。念仏を唱える心と、阿弥陀仏の慈悲は、

分離できない一体の現象として捉えられる。

また、量子力学では、粒子の状態は観測されるまで確定しない。シュレーディンガーの猫のよう

に、観測という行為によって初めて現実が決定される。同様に、極楽浄土への往生も、信心とい

う「観測」によって初めて実現されるのかもしれない。

悠真は興奮を覚えた。科学と仏教の間に、思いもよらない橋が架かっているのかもしれない。し

かし、同時に彼は自分の思考に警戒心も抱いていた。これは、仏教を科学的に解釈しようとす

る、古い思考パターンの延長ではないのか。

翌朝の座禅の時間、悠真は呼吸に意識を集中しようと試みた。しかし、頭の中では相変わらず

様々な思考が渦巻いている。量子力学の方程式、阿弥陀仏の四十八願、不確定性原理、極楽浄土

の概念。それらが複雑に絡み合い、明確な答えを見つけることができない。



座禅が終わると、慈雲が声をかけてきた。

「悠真さん、今日は一緒に托鉢に行きませんか」

托鉢は、僧侶が街を歩きながら、人々から布施を受ける修行の一つだ。悠真はまだ参加したこと

がなかったが、慈雲の提案を受け入れることにした。

二人は袈裟を身にまとい、托鉢の鉢を持って寺を出た。春の陽射しが暖かく、街には穏やかな空

気が流れている。

「南無阿弥陀仏、南無阿弥陀仏」

慈雲が念仏を唱えながら歩く。悠真も同じように唱えようとするが、どうしても心がこもらな

い。言葉だけが空虚に響いているような感覚だった。

商店街を歩いていると、一人の老婦人が近づいてきた。

「お疲れ様です」

老婦人は丁寧にお辞儀をして、鉢にお米を入れてくれた。その時、彼女の顔に浮かんだ安らかな

表情を、悠真は見逃さなかった。

「ありがとうございます。南無阿弥陀仏」

慈雲が感謝の念仏を唱えると、老婦人も一緒に手を合わせた。その瞬間、三人の間に、言葉では

表現できない温かな空気が流れた。

托鉢を終えて寺に戻る道すがら、悠真は慈雲に尋ねた。

「さっきの老婦人の方、とても穏やかな表情をされていましたね」

「ああ、田中さんですね。ご主人を亡くされて、最初はとても苦しまれていました。でも、念仏

に出会ってから、少しずつ心の平安を取り戻されたんです」

「念仏が、そんなに人を変えるものなのでしょうか」

慈雲は立ち止まって、悠真を見つめた。

「悠真さんは、まだ念仏を頭で理解しようとしていますね」

「はい、どうしてもそうなってしまいます」



「念仏は、理解するものではありません。体験するものです。南無阿弥陀仏という言葉に、阿弥

陀仏の慈悲が込められている。その慈悲を、心で受け取るのです」

「心で受け取る、ですか」

「そうです。頭で考えるのではなく、心で感じる。それが信心の始まりです」

悠真は困惑した。科学者として訓練された彼にとって、「心で感じる」という表現は曖昧すぎ

た。感情は主観的なものであり、客観的な真理とは無関係だと考えていた。

しかし、托鉢で出会った老婦人の表情を思い出すと、そこには確かに何かがあった。論理では説

明できないが、否定することもできない、ある種の「現実」が。

その夜、悠真は再び経典を開いた。今度は、理解しようとするのではなく、ただ文字を追ってみ

ることにした。

「仏告阿難、法蔵菩薩今已成仏、現在西方、去此十万億仏土、其仏世界名曰安楽」

仏が阿難に告げた。法蔵菩薩は今すでに仏となり、現在西方にいる。ここから十万億の仏土を去

った所に、その仏の世界があり、安楽と名づけられている。

十万億の仏土。これは、現代の宇宙論で言うところの、観測可能な宇宙の果てよりもはるかに遠

い距離だ。しかし、この距離は物理的な意味での距離なのだろうか。それとも、心の距離、精神

的な隔たりを表現しているのだろうか。

悠真は、極楽浄土を物理的な場所として捉えることの限界を感じ始めていた。もしかすると、極

楽浄土は空間的な概念ではなく、心の状態を表現したものなのかもしれない。阿弥陀仏の慈悲に

よってもたらされる、究極の安らぎの境地。

そう考えると、十万億の仏土という距離も、別の意味を持ってくる。それは、凡夫の心と仏の心

の間にある、計り知れない隔たりを表現しているのかもしれない。しかし、その隔たりは、念仏

という「橋」によって瞬時に越えることができる。

悠真は、量子力学の「量子もつれ」という現象を思い出した。二つの粒子が量子もつれの状態に

あると、どんなに離れていても、一方の状態を測定すると、瞬時に他方の状態が決まる。アイン

シュタインは、これを「不気味な遠隔作用」と呼んで批判したが、実験によってその存在が確認

されている。

念仏と阿弥陀仏の関係も、ある種の「量子もつれ」のようなものかもしれない。物理的な距離に

関係なく、念仏を唱える心と阿弥陀仏の慈悲が、瞬時に結びつく。そして、その結びつきによっ



て、極楽浄土という心の状態が実現される。

しかし、悠真は再び自分の思考に疑問を抱いた。これは、仏教を科学の言葉で翻訳しているだけ

ではないのか。本当の理解とは、もっと別のところにあるのではないか。

翌日の朝、悠真は一人で境内を歩いていた。桜の花はすっかり散り、新緑の季節が始まろうとし

ている。ふと、池のほとりで一羽の鳥が水を飲んでいるのを見つけた。

鳥は、水の存在を疑うことなく、自然に嘴を水面に向ける。水の分子構造や、表面張力の原理を

理解しているわけではない。しかし、その無知は、鳥が水を飲むことを妨げない。むしろ、余計

な知識がないからこそ、鳥は純粋に水の恵みを受け取ることができる。

悠真は、この光景に深い示唆を感じた。もしかすると、信心とは、鳥が水を飲むような、自然で

純粋な行為なのかもしれない。阿弥陀仏の存在を論理的に証明する必要はない。ただ、その慈悲

を素直に受け取ればよいのかもしれない。

しかし、それは彼にとって簡単なことではなかった。長年の科学的訓練が、疑問を持つことの重

要性を彼に教え込んでいる。証拠もなしに何かを信じることは、科学者としての誠実さに反する

ように思えた。

その時、慈光和尚が近づいてきた。

「おはようございます、悠真さん。何か考え事ですか」

「はい。信心ということについて、考えていました」

「どのようなことを」

悠真は、自分の葛藤を率直に話した。科学的思考と信心の間の矛盾、論理的根拠なしに何かを信

じることへの抵抗、そして同時に、念仏の力を目の当たりにしたときの困惑。

慈光和尚は静かに聞いていたが、悠真が話し終えると、穏やかに微笑んだ。

「悠真さんの悩みは、とても自然なことです。実は、法然上人も同じような葛藤を経験されまし

た」

「法然上人が、ですか」

「そうです。法然上人は比叡山で長年修行され、あらゆる経典を学ばれました。しかし、どれだ

け学んでも、真の救いを得ることができなかった。そんな時、善導大師の『観経疏』に出会い、

念仏の教えに開眼されたのです」



「それは、どのような教えだったのでしょうか」

「『一心専念弥陀名号』。ひたすら阿弥陀仏の名号を称えよ、という教えです。複雑な理論や修行

法ではなく、ただ南無阿弥陀仏と唱えることで救われる。その単純さに、法然上人は深い真理を

見出されたのです」

悠真は考え込んだ。単純さの中にある真理。これは、科学の世界でも重要な概念だった。アイン

シュタインの相対性理論も、E=mc²という極めてシンプルな式で表現される。複雑な現象の背後

にある、単純で美しい法則。

「しかし」悠真は言った。「その単純さを受け入れるためには、やはり信心が必要ですよね」

「そうです。しかし、信心は無理に作り出すものではありません。阿弥陀仏の慈悲に触れること

で、自然に芽生えるものです」

「阿弥陀仏の慈悲に触れる、とは」

慈光和尚は少し考えてから答えた。

「悠真さんは、なぜこの寺に来られたのですか」

「それは...」悠真は言葉に詰まった。「祖父の葬儀で、住職の法話を聞いて、何か心に響くもの

があったからです」

「その『何か』が、阿弥陀仏の慈悲の働きかもしれません。悠真さんを導いて、この寺に来させ

た力。それは、悠真さんの意志だけでしょうか」

悠真は驚いた。確かに、この寺に来ることは、彼の合理的な判断だけで決めたことではなかっ

た。何か説明のつかない力に導かれるような感覚があった。

「つまり」慈光和尚は続けた。「信心は、私たちが作り出すものではなく、阿弥陀仏から与えら

れるものなのです。私たちにできることは、その働きかけに気づき、素直に受け入れることだけ

です」

この言葉は、悠真にとって新たな視点を提供した。信心を、自分が努力して獲得するものではな

く、外部から与えられるものとして捉える。これは、量子力学における「観測」の概念と似てい

る。観測者が粒子の状態を決定するのではなく、観測という行為によって、既に存在していた状

態が顕現する。



同様に、念仏を唱えることで、既に存在していた阿弥陀仏の慈悲が顕現し、信心が芽生えるのか

もしれない。悠真は、この理解に一筋の光明を見出した。

しかし、まだ完全に納得したわけではなかった。理論的な理解と、実際の体験の間には、大きな

隔たりがある。悠真は、その隔たりを埋める方法を模索し続けていた。

第二章　不確定性の中で

それから数週間が過ぎた。悠真の日常は、朝の勤行、座禅、掃除、経典の読誦、そして夕方の念

仏という規則正しいリズムで流れていた。しかし、彼の心の中では、相変わらず疑問と探求が続

いていた。

ある日の午後、悠真は図書室で『観無量寿経』を読んでいた。この経典は、極楽浄土の様子を詳

細に描写し、そこに往生するための十六の観想法を説いている。

「日想観」「水想観」「地想観」...

経典に記された観想法は、太陽や水、大地といった自然現象から始まり、やがて阿弥陀仏や極楽

浄土の荘厳な姿を心に描くことへと発展していく。悠真は、これらの観想法を、ある種の「思考

実験」として捉えようとしていた。

アインシュタインの思考実験のように、実際には不可能な状況を頭の中で想像することで、物理

法則の本質を理解する。同様に、極楽浄土の観想も、心の中で理想的な世界を構築することで、

何らかの真理に到達しようとしているのかもしれない。

しかし、経典の描写は、科学的な思考実験とは根本的に異なっていた。

「池の中に蓮華あり。大きさ車輪の如し。青色には青光、黄色には黄光、赤色には赤光、白色に

は白光あり。微妙香潔なり」

これは、物理的な現象の記述というよりも、詩的な表現に近い。しかし、その美しい描写の中

に、悠真は何か深い意味を感じ取ろうとしていた。

「悠真さん」

振り返ると、慈雲が立っていた。手には茶碗を持っている。

「お茶をどうぞ。少し休憩しませんか」



二人は縁側に座り、温かい茶を飲みながら庭を眺めた。新緑の季節で、木々の葉が美しく輝いて

いる。

「『観無量寿経』を読まれていたのですね」慈雲が言った。

「はい。観想法について考えていました」

「どのようなことを」

悠真は、自分の解釈を説明した。観想法を思考実験として捉える視点、極楽浄土の描写の象徴的

な意味について。

慈雲は静かに聞いていたが、悠真が話し終えると、少し困ったような表情を浮かべた。

「悠真さんは、とても頭の良い方ですね。でも、その頭の良さが、かえって仏法の理解を妨げて

いるのかもしれません」

「どういう意味でしょうか」

「仏法は、頭で理解するものではありません。心で体験するものです。観想法も、論理的に分析

するのではなく、実際に心の中で極楽浄土を思い描き、その美しさや安らぎを感じることが大切

なのです」

悠真は困惑した。「しかし、実際に存在しないものを、どうして心に描くことができるのでしょ

うか。それは、単なる想像や妄想ではないのですか」

慈雲は微笑んだ。「悠真さんは、『実際に存在する』ということを、どのように定義されますか」

「それは...物理的に測定可能で、客観的に確認できるもの、でしょうか」

「では、愛や美しさ、喜びや悲しみは、実際に存在しないのでしょうか」

悠真は言葉に詰まった。確かに、感情や美的体験は、物理的に測定することは困難だが、人間に

とって極めて現実的な体験だった。

「つまり」慈雲は続けた。「存在には、物理的な存在と、心的な存在があるのです。極楽浄土

は、物理的な場所ではありませんが、心の中では確かに存在します。そして、その心的な存在

は、物理的な存在と同じように、私たちの人生に大きな影響を与えるのです」

この説明は、悠真にとって新鮮な視点だった。科学者として、彼は常に客観的で物理的な現実を

重視してきた。しかし、人間の体験には、主観的で心的な現実も含まれている。そして、その主



観的現実が、客観的現実と同じように重要な意味を持つ場合がある。

「しかし」悠真は言った。「主観的な体験は、人によって異なります。同じ極楽浄土を観想して

も、人それぞれ違った体験をするのではないでしょうか」

「その通りです」慈雲は答えた。「しかし、それが問題でしょうか。科学の世界でも、同じ現象

を観測しても、観測者によって異なる解釈が生まれることがありますよね」

悠真は考えた。確かに、量子力学の解釈問題のように、同じ実験結果に対して複数の理論的解釈

が存在することがある。コペンハーゲン解釈、多世界解釈、隠れた変数理論など、それぞれ異な

る世界観を提示している。

「つまり」慈雲は続けた。「真理には、客観的な側面と主観的な側面があるのです。科学は主に

客観的な側面を探求し、仏法は主に主観的な側面を探求する。どちらも真理の一部を捉えている

のです」

この対話の後、悠真は自分の部屋で深く考え込んだ。科学と仏教を対立するものとして捉えるの

ではなく、補完的なものとして理解する。この視点は、彼にとって大きな転換点となりそうだっ

た。

翌日、悠真は初めて本格的な観想法に挑戦してみることにした。『観無量寿経』に記された「日

想観」から始める。

座禅の姿勢で座り、目を閉じて、心の中に太陽の姿を思い描く。最初は、単なる想像にすぎない

ように思えた。しかし、集中を続けるうちに、心の中の太陽が次第に鮮明になってきた。

温かな光、穏やかな輝き、そして何とも言えない安らぎ。悠真は、これまで体験したことのない

感覚に包まれた。それは、物理的な太陽とは異なる、心の太陽だった。

観想を終えた後、悠真は不思議な充実感を覚えていた。論理的には説明できないが、確かに何か

を体験したという実感があった。

その夜、悠真は慈光和尚を訪ねた。

「住職、今日初めて観想法を試してみました」

「そうですか。いかがでしたか」

悠真は、自分の体験を詳しく話した。最初の戸惑い、集中の深まり、そして最後に感じた安らぎ

について。



慈光和尚は満足そうにうなずいた。「それは素晴らしい体験でしたね。悠真さんは、仏法の入り

口に立たれたのです」

「しかし、これは単なる心理的な現象ではないのでしょうか。脳内の化学反応や、瞑想による脳

波の変化で説明できるのではないですか」

慈光和尚は笑った。「悠真さんは、まだ科学的な説明を求めていますね。しかし、考えてみてく

ださい。脳内の化学反応で説明できるからといって、その体験の価値が減るでしょうか」

「どういう意味ですか」

「愛する人への想いも、美しい音楽への感動も、全て脳内の化学反応で説明できます。しかし、

そのメカニズムが分かったからといって、愛や感動の意味がなくなるわけではありませんよね」

悠真は深く考えた。確かに、現象のメカニズムを理解することと、その現象の意味や価値を理解

することは、別の問題だった。

「つまり」慈光和尚は続けた。「科学は『どのように』という問いに答え、仏法は『なぜ』とい

う問いに答えるのです。どちらも重要ですが、アプローチが異なるのです」

この言葉は、悠真にとって大きな気づきとなった。科学は現象の仕組みを解明するが、その現象

の意味や目的については答えてくれない。一方、仏法は現象の意味や、人生の目的について深い

洞察を提供する。

「しかし」悠真は言った。「仏法の教えは、どこまで信頼できるのでしょうか。科学には実験に

よる検証がありますが、仏法にはそれがありません」

慈光和尚は少し考えてから答えた。「仏法にも検証があります。ただし、それは外的な実験では

なく、内的な体験による検証です」

「内的な体験による検証、ですか」

「そうです。念仏を唱えることで心の安らぎが得られるか、観想法によって慈悲の心が芽生える

か、仏法の教えに従って生きることで苦悩から解放されるか。これらは全て、実践による検証で

す」

悠真は、この説明に一定の説得力を感じた。確かに、仏法には長い歴史があり、無数の人々がそ

の教えを実践し、その効果を体験してきた。それは、ある種の「実験データ」と言えるかもしれ

ない。



「ただし」慈光和尚は続けた。「この検証は、一人一人が自分で行わなければなりません。他人

の体験を聞くだけでは不十分です。悠真さん自身が実践し、体験することが必要なのです」

その夜、悠真は自分の部屋で、改めて念仏を唱えてみた。

「南無阿弥陀仏、南無阿弥陀仏」

最初は、やはり言葉だけが空虚に響いているような感覚だった。しかし、観想法の体験を思い出

しながら、心を込めて唱え続けた。

すると、次第に不思議な感覚が生まれてきた。念仏の言葉が、単なる音の連続ではなく、何か深

い意味を持った響きとして感じられるようになった。そして、その響きの中に、温かな慈悲の心

を感じ取ることができた。

それは、阿弥陀仏の慈悲なのか、それとも自分の心の働きなのか、悠真には判断がつかなかっ

た。しかし、その区別は重要ではないように思えた。大切なのは、その体験によって心が安ら

ぎ、慈悲の心が芽生えることだった。

翌朝、悠真は新たな気持ちで勤行に参加した。経典の文字が、以前とは違って見えた。論理的に

理解しようとするのではなく、その響きや雰囲気を心で受け取ろうとした。

「願以此功徳、平等施一切、同発菩提心、往生安楽国」

この功徳をもって、平等に一切に施し、共に菩提心を発して、安楽国に往生せん。

この回向の文が、悠真の心に深く響いた。自分だけの救いではなく、全ての存在の救いを願う

心。これは、科学者が真理の探求を通じて人類の幸福に貢献しようとする心と、根本的には同じ

ではないだろうか。

勤行の後、悠真は慈雲と話をした。

「今朝の勤行で、少し違った感覚を覚えました」

「どのような感覚ですか」

「経典の言葉が、以前よりも心に響くようになりました。特に、回向の文に深い感動を覚えまし

た」

慈雲は嬉しそうに微笑んだ。「それは素晴らしいことです。悠真さんの心に、仏法が根付き始め

ているのですね」



「しかし、まだ完全に理解できているわけではありません。特に、阿弥陀仏の存在について、確

信を持てずにいます」

「それは当然のことです。信心は、一朝一夕に得られるものではありません。しかし、悠真さん

は確実に歩みを進めています」

その日の午後、悠真は一人で散歩に出かけた。寺の周辺の山道を歩きながら、自然の美しさに心

を向けた。新緑の木々、鳥のさえずり、風の音。これらの自然現象も、ある意味では阿弥陀仏の

慈悲の現れなのかもしれない。

山道を歩いていると、小さな祠を見つけた。古い石仏が安置されており、長年の風雨にさらされ

て表面は摩耗している。しかし、その穏やかな表情は、時を超えて人々の心を慰めてきたことを

物語っていた。

悠真は石仏の前に座り、しばらく瞑想した。この石仏を彫った人、ここに祈りを捧げてきた

人々、そして今この瞬間に自分がここにいること。全てが、見えない糸で結ばれているような感

覚を覚えた。

それは、量子力学の「非局所性」に似ていた。離れた場所にある粒子同士が、瞬時に影響し合う

現象。同様に、時間と空間を超えて、全ての存在が深いレベルで結びついているのかもしれな

い。

そして、その結びつきの根源にあるのが、阿弥陀仏の慈悲なのかもしれない。それは、物理的な

力ではなく、精神的な力。愛や慈悲という、目に見えないが確かに存在する力。

悠真は、この理解に一歩近づいたような気がした。しかし、同時に、まだ長い道のりが残されて

いることも感じていた。

夕方、寺に戻ると、慈光和尚が待っていた。

「悠真さん、少し話があります」

二人は住職の部屋に向かった。そこには、見慣れない中年の男性が座っていた。

「こちらは、田村さんです。大学で物理学を教えていらっしゃいます」

田村と名乗った男性は、悠真に向かって丁寧にお辞儀をした。

「初めまして。慈光和尚から、悠真さんのことをお聞きしました。私も、科学と仏教の関係につ

いて長年考えてきた者です」



悠真は驚いた。まさか、同じような関心を持つ人がいるとは思わなかった。

「田村さんは、どのような研究をされているのですか」

「専門は宇宙物理学です。しかし、研究を続けるうちに、科学だけでは答えられない問いがある

ことに気づきました。宇宙の始まりや、意識の本質、そして人生の意味について」

田村は、自分の体験を語り始めた。若い頃は科学万能主義者だったが、研究が進むにつれて、科

学の限界を感じるようになった。そして、仏教の教えに出会い、科学とは異なるアプローチで真

理を探求することの重要性を理解した。

「しかし」田村は続けた。「科学と仏教を統合することは、簡単ではありません。それぞれが異

なる方法論と世界観を持っているからです」

「どのように統合されたのですか」悠真は尋ねた。

「統合というよりも、両立と言った方が正確かもしれません。科学は客観的な現実を探求し、仏

教は主観的な現実を探求する。どちらも真理の一側面を捉えているのです」

この言葉は、慈雲や慈光和尚から聞いた内容と一致していた。しかし、実際に科学者として活動

している人から聞くと、より説得力があった。

「具体的には、どのように両立させているのでしょうか」

田村は少し考えてから答えた。「研究室では科学者として、寺では仏教徒として。それぞれの場

で、それぞれの方法論を用いています。しかし、根底にあるのは、真理への探求心です」

「矛盾を感じることはありませんか」

「最初はありました。しかし、次第に理解したのは、矛盾ではなく補完だということです。科学

は『どのように』という問いに答え、仏教は『なぜ』という問いに答える。両方の問いが重要な

のです」

悠真は、田村の話に深い共感を覚えた。自分が抱えている葛藤を、既に乗り越えた人がいる。そ

れは、彼にとって大きな励みとなった。

「田村さんは、阿弥陀仏の存在を信じていらっしゃるのですか」

田村は微笑んだ。「信じる、という言葉が適切かどうか分かりませんが、阿弥陀仏の働きを体験

しています。念仏を唱えることで得られる心の安らぎ、慈悲の心の芽生え、そして人生の意味の

発見。これらは、私にとって確かな現実です」



「しかし、それは心理的な効果ではないのでしょうか」

「心理的な効果だとしても、それが問題でしょうか。心の安らぎや慈悲の心は、人間にとって極

めて重要です。それをもたらすものが、物理的な存在であろうと心理的な働きであろうと、その

価値は変わりません」

この答えは、悠真にとって新たな視点を提供した。阿弥陀仏の存在を物理的に証明する必要はな

い。重要なのは、その働きや効果が現実的であることだった。

その夜、悠真は田村との対話を反芻していた。科学者でありながら仏教徒でもある人の存在は、

彼にとって大きな希望だった。科学と仏教は対立するものではなく、両立可能なものなのだ。

しかし、まだ完全に納得したわけではなかった。理論的な理解と、実際の体験の間には、まだ隔

たりがある。悠真は、その隔たりを埋めるために、さらに深く仏法の実践に取り組むことを決意

した。

第三章　量子もつれの慈悲

田村との出会いから一ヶ月が過ぎた。悠真は、科学と仏教の両立という新たな視点を得て、より

積極的に修行に取り組むようになっていた。毎日の念仏、観想法の実践、そして経典の読誦。そ

れらが、以前よりも自然に心に馴染むようになってきた。

しかし、ある出来事が、悠真の理解をさらに深いレベルへと導くことになった。

それは、梅雨の始まりの頃だった。寺の近くに住む老人が、重い病気で入院したという知らせが

届いた。その老人、山田さんは、長年この寺の檀家として、熱心に念仏を唱えてきた人だった。

慈光和尚は、悠真と慈雲を連れて病院を訪れることにした。

「山田さんは、もう長くないかもしれません。最後に、お念仏をお聞かせしたいのです」

病院の個室で、悠真は初めて死を間近にした人と対面した。山田さんは、酸素マスクをつけて横

たわっており、意識はあるものの、話すことは困難な状態だった。

慈光和尚は、山田さんの枕元に座り、静かに念仏を唱え始めた。

「南無阿弥陀仏、南無阿弥陀仏」

その声は、病室の静寂に優しく響いた。悠真と慈雲も、一緒に念仏を唱えた。



すると、不思議なことが起こった。山田さんの表情が、次第に穏やかになっていくのが分かっ

た。苦痛に歪んでいた顔が、安らかな微笑みを浮かべるようになった。そして、かすかに口を動

かして、一緒に念仏を唱えようとしているのが見て取れた。

悠真は、この光景に深い感動を覚えた。死の恐怖や肉体的な苦痛を超えて、念仏が山田さんの心

に安らぎをもたらしている。それは、医学的な治療では得られない、別次元の癒しだった。

一時間ほど念仏を唱えた後、三人は病院を後にした。帰り道、慈光和尚が口を開いた。

「山田さんは、長年念仏を唱えてこられました。その功徳が、今、彼の心を支えているのです」

「功徳、ですか」悠真は尋ねた。

「そうです。念仏を唱えることで積まれる、目に見えない善い力です。それは、死の瞬間にも失

われることはありません」

悠真は考えた。功徳という概念は、科学的には説明しにくいものだった。しかし、山田さんの表

情の変化は、確かに何かの力が働いていることを示していた。

その夜、悠真は自分の部屋で深く考え込んだ。山田さんの体験は、念仏の力を示す具体的な証拠

のように思えた。しかし、それをどう理解すればよいのか。

ふと、悠真は量子力学の「量子もつれ」という現象を思い出した。二つの粒子が量子もつれの状

態にあると、一方の状態を測定すると、瞬時に他方の状態が決まる。距離に関係なく、瞬間的に

情報が伝達される。

もしかすると、念仏と阿弥陀仏の関係も、ある種の「量子もつれ」のようなものかもしれない。

念仏を唱える心と阿弥陀仏の慈悲が、時間と空間を超えて結びついている。そして、その結びつ

きによって、山田さんのような体験が可能になる。

しかし、悠真は自分の思考に警戒心も抱いていた。これは、仏教を科学の言葉で説明しようとす

る、古い思考パターンの延長ではないのか。

翌朝、悠真は慈光和尚にこの疑問を相談した。

「住職、私は念仏の働きを科学的に理解しようとしてしまいます。これは、正しいアプローチな

のでしょうか」

慈光和尚は微笑んだ。「悠真さんらしい疑問ですね。科学的な理解を求めること自体は、悪いこ

とではありません。しかし、それだけでは不十分です」



「どういう意味ですか」

「科学は、現象の仕組みを説明しますが、その現象の意味や価値については答えてくれません。

念仏の働きを量子力学で説明できたとしても、それが念仏の本質を表しているとは限らないので

す」

「では、念仏の本質とは何でしょうか」

慈光和尚は少し考えてから答えた。「慈悲です。阿弥陀仏の無条件の慈悲が、念仏という形で現

れている。その慈悲を受け取ることが、念仏の本質なのです」

「慈悲を受け取る、とは」

「心を開いて、阿弥陀仏の愛を素直に受け入れることです。理屈ではなく、体験として」

この言葉は、悠真にとって新たな課題を提示した。理屈を超えた体験。それは、科学者として訓

練された彼にとって、最も困難なことかもしれなかった。

その日の午後、悠真は再び山田さんの病院を訪れた。今度は一人で、個人的にお見舞いに行った

のだった。

山田さんの容態は、さらに悪化していた。しかし、悠真が念仏を唱え始めると、再び穏やかな表

情を浮かべた。

「南無阿弥陀仏、南無阿弥陀仏」

悠真は、心を込めて念仏を唱えた。すると、不思議な感覚が生まれてきた。自分の声と山田さん

の心が、何かによって結ばれているような感覚。それは、言葉では表現できない、深い一体感だ

った。

その時、山田さんが小さな声で話しかけてきた。

「ありがとう...ございます...」

その声は、かすかだったが、深い感謝の気持ちが込められていた。悠真は、胸が熱くなるのを感

じた。

「こちらこそ、ありがとうございます。山田さんから、大切なことを学ばせていただいていま

す」

山田さんは微笑んだ。そして、再び念仏を唱え始めた。



「南無...阿弥陀仏...南無...阿弥陀仏...」

その声は、次第に小さくなっていったが、最後まで途切れることはなかった。悠真は、山田さん

の信心の深さに、深い感動を覚えた。

病院を出る時、悠真は新たな理解に到達していた。念仏は、単なる言葉ではない。それは、人と

人、人と仏を結ぶ、愛の表現なのだ。そして、その愛は、死をも超越する力を持っている。

翌日、山田さんが亡くなったという知らせが届いた。悠真は、深い悲しみと同時に、ある種の安

らぎも感じていた。山田さんは、念仏に包まれて、安らかに旅立ったのだ。

葬儀の日、悠真は初めて僧侶として読経に参加した。山田さんの遺族や友人たちが集まり、故人

を偲んで念仏を唱えた。

「南無阿弥陀仏、南無阿弥陀仏」

その時、悠真は不思議な体験をした。会場に集まった全ての人の心が、念仏によって一つに結ば

れているような感覚。個々の悲しみや思い出が、大きな慈悲の海に包まれているような感覚。

それは、量子力学の「重ね合わせ」の状態に似ていた。複数の状態が同時に存在し、観測によっ

て一つの状態に収束する。同様に、様々な心が念仏によって重ね合わされ、一つの大きな慈悲の

心に収束していく。

しかし、この理解は、もはや科学的な分析ではなかった。それは、体験を通じて得られた、直感

的な洞察だった。

葬儀の後、悠真は慈光和尚と話をした。

「今日、不思議な体験をしました」

悠真は、念仏によって心が一つに結ばれた感覚について話した。

慈光和尚は深くうなずいた。「それは、阿弥陀仏の慈悲の働きです。念仏は、個々の心を超え

て、全ての存在を一つの慈悲の中に包み込むのです」

「それは、どのような原理で起こるのでしょうか」

「原理、ですか」慈光和尚は微笑んだ。「悠真さんは、まだ原理を求めていますね。しかし、愛

に原理があるでしょうか。母親が子供を愛するのに、理由が必要でしょうか」



悠真は考えた。確かに、愛や慈悲は、論理的な説明を超えた現象だった。それは、存在の根源に

ある、基本的な力なのかもしれない。

「つまり」慈光和尚は続けた。「阿弥陀仏の慈悲は、宇宙の基本的な力の一つなのです。重力や

電磁気力と同じように、現実を構成する根本的な要素なのです」

この説明は、悠真にとって画期的だった。慈悲を、物理的な力と同じレベルの基本的な力として

捉える。それは、科学と仏教を統合する新たな視点を提供していた。

「しかし」悠真は言った。「慈悲の力は、どのように測定できるのでしょうか」

「測定する必要があるでしょうか」慈光和尚は反問した。「重要なのは、その力を体験し、その

恩恵を受けることです。山田さんの安らかな最期、今日の葬儀での一体感、これらは全て、慈悲

の力の現れです」

悠真は、この答えに深い納得を覚えた。科学は現象を測定し、分析することで理解を深める。し

かし、人生の意味や価値は、測定ではなく体験によって理解される。

その夜、悠真は自分の部屋で長時間念仏を唱えた。山田さんの冥福を祈り、同時に自分自身の理

解を深めるために。

「南無阿弥陀仏、南無阿弥陀仏」

念仏を唱えながら、悠真は新たな境地に到達していることを感じていた。もはや、念仏を科学的

に分析しようとは思わなかった。ただ、その響きの中に込められた慈悲を、心で受け取ろうとし

ていた。

そして、その慈悲は確かに存在していた。言葉では表現できないが、心で感じることのできる、

温かく包み込むような力。それは、宇宙の根源にある愛の表現なのかもしれない。

翌朝、悠真は新たな決意を抱いて目覚めた。科学者としての探求心を失うことなく、同時に仏教

徒としての信心を深めていく。その両立は可能であり、むしろ相互に補完し合うものなのだ。

勤行の時間、悠真は以前とは違った心境で経典を読んだ。文字の意味を理解しようとするのでは

なく、その響きに込められた慈悲を感じ取ろうとした。

「設我得仏、十方衆生、至心信楽、欲生我国、乃至十念、若不生者、不取正覚」

阿弥陀仏の第十八願の文言が、新たな意味を持って悠真の心に響いた。これは、単なる条件文で

はない。それは、全ての存在に対する無条件の愛の宣言なのだ。



「もし私が仏になったとき、十方の衆生が心から信じ、私の国に生まれたいと願い、十回念仏を

唱えても、もし生まれることができないなら、私は正覚を取らない」

この言葉の中に、悠真は宇宙の根本法則を見出した。それは、物理法則とは異なる種類の法則。

愛と慈悲の法則。全ての存在を救済しようとする、絶対的な意志の表現。

勤行が終わると、慈雲が声をかけてきた。

「悠真さん、今朝はとても集中されていましたね」

「はい。山田さんの体験を通じて、念仏の意味が少し分かったような気がします」

「それは素晴らしいことです。山田さんも、きっと喜んでいらっしゃるでしょう」

二人は境内を歩きながら話を続けた。梅雨の合間の青空が美しく、鳥たちが元気に鳴いている。

「慈雲さん」悠真は尋ねた。「信心とは、具体的にはどのような心の状態なのでしょうか」

慈雲は少し考えてから答えた。「阿弥陀仏の慈悲を疑わない心、でしょうか。どんな困難な状況

でも、必ず救われるという確信を持つこと」

「しかし、その確信は、どこから生まれるのでしょうか」

「体験からです。念仏を唱えることで得られる安らぎ、困難な時に感じる支え、そして山田さん

のような方々の生き様を見ることで、次第に確信が深まっていくのです」

悠真は、この説明に深い理解を示した。信心は、理論的な理解ではなく、実践的な体験から生ま

れる。それは、科学者が実験を通じて理論への確信を深めることと、本質的には同じプロセスな

のかもしれない。

「つまり」悠真は言った。「信心も、ある種の『実験』の結果なのですね」

慈雲は微笑んだ。「面白い表現ですね。確かに、念仏を唱えることは、阿弥陀仏の慈悲を確かめ

る実験と言えるかもしれません」

この対話の後、悠真は新たな視点を得た。科学と仏教は、方法論は異なるが、どちらも真理を探

求する営みなのだ。そして、その探求は、理論と実践の両方を必要とする。

午後、悠真は図書室で『浄土論』を読んでいた。天親菩薩によって著されたこの論書は、極楽浄

土の荘厳さと、そこに往生する方法について詳しく説いている。



「観彼世界相、勝過三界道」

彼の世界の相を観ずるに、三界の道に勝れたり。

この文章を読みながら、悠真は極楽浄土の新たな理解に到達した。極楽浄土は、物理的な場所で

はなく、心の状態なのだ。阿弥陀仏の慈悲によってもたらされる、究極の安らぎと喜びの境地。

そして、その境地は、念仏を通じて、この世においても体験可能なのかもしれない。山田さんが

最期に見せた安らかな表情、葬儀で感じた一体感、これらは全て、極楽浄土の一端を垣間見る体

験だったのかもしれない。

悠真は、この理解に深い感動を覚えた。極楽浄土は、遠い未来の世界ではなく、今この瞬間にも

実現可能な心の状態なのだ。そして、その実現の鍵が、念仏と信心なのだ。

夕方の念仏の時間、悠真は新たな心境で参加した。極楽浄土への往生を願うのではなく、今この

瞬間に極楽浄土を体験しようとした。

「南無阿弥陀仏、南無阿弥陀仏」

念仏を唱えながら、悠真は心の中に美しい世界を思い描いた。それは、『観無量寿経』に描かれ

た荘厳な浄土ではなく、慈悲と愛に満ちた、温かな世界だった。

そして、その世界は確かに存在していた。念仏を唱える全ての人の心の中に、阿弥陀仏の慈悲に

よって創造された、安らぎの世界が。

念仏が終わると、悠真は深い充実感に包まれていた。彼は、ついに科学と仏教の統合点を見つけ

たような気がしていた。それは、理論的な統合ではなく、体験的な統合だった。

その夜、悠真は慈光和尚を訪ねた。

「住職、私は今日、重要な理解に到達したような気がします」

「どのような理解ですか」

悠真は、極楽浄土を心の状態として捉える新たな視点、念仏による慈悲の体験、そして科学と仏

教の体験的統合について話した。

慈光和尚は満足そうにうなずいた。「素晴らしい理解ですね。悠真さんは、仏法の核心に触れら

れたのです」



「しかし、まだ完全に理解できているわけではありません。特に、阿弥陀仏の存在について、確

信を持てずにいます」

慈光和尚は微笑んだ。「阿弥陀仏の存在を疑うのは、自然なことです。しかし、考えてみてくだ

さい。悠真さんは、阿弥陀仏の働きを体験されているではありませんか」

「働き、ですか」

「そうです。念仏による心の安らぎ、山田さんとの一体感、極楽浄土の体験。これらは全て、阿

弥陀仏の働きの現れです。存在の証明は、働きによってなされるのです」

この言葉は、悠真にとって決定的な理解をもたらした。阿弥陀仏の存在を物理的に証明する必要

はない。重要なのは、その働きが現実的であることだった。

「つまり」悠真は言った。「阿弥陀仏は、慈悲の働きそのものなのですね」

「その通りです。阿弥陀仏は、人格的な存在であると同時に、宇宙に遍満する慈悲の力でもある

のです」

この理解によって、悠真の長い葛藤は、ついに解決の方向に向かった。科学と仏教は対立するも

のではなく、異なる次元から真理に迫る補完的な体系なのだ。そして、その統合点は、理論では

なく体験にあるのだ。

第四章　極楽の数式

それから数年が経った。藤原悠真は、もはや単なる修行僧ではなかった。彼は、科学者としての

鋭い洞察力と、仏教徒としての深い慈悲の心を併せ持つ、稀有な存在となっていた。

彼は、寺での日々の勤行や修行を欠かさず行う一方で、科学的な視点から仏教の教えを再解釈す

る研究を続けていた。彼の研究は、物理学と仏教学の境界領域に位置し、多くの学者から注目を

集めるようになっていた。

ある日、悠真は慈光和尚に呼ばれた。

「悠真さん、そろそろあなたに、この寺の次の住職を任せたいと考えています」

悠真は驚いた。まだ若輩の自分が、この歴史ある寺の住職を務めるなど、考えたこともなかっ

た。



「私には、まだ荷が重すぎます」

「いいえ、そんなことはありません。あなたは、科学と仏教という、異なる二つの世界を深く理

解しています。これからの時代、そのような視点を持つ僧侶が必要なのです」

慈光和尚は、悠真の肩に手を置いた。「あなたは、かつて信心を論理的に理解できないと悩んで

いましたね。しかし、今、あなたは信心を体験し、その力を知っています。そして、その体験

を、科学の言葉で語ることができる。それは、多くの人々にとって、大きな救いとなるでしょ

う」

悠真は、慈光和尚の言葉に深く感動した。彼のこれまでの道のりは、決して平坦ではなかった。

しかし、その葛藤の全てが、今、一つの意味を持とうとしている。

住職を継ぐことを決意した悠真は、新たな法話の準備に取り掛かった。彼の法話は、従来の仏教

の枠を超え、科学的な概念を交えながら、仏法の真髄を説くものだった。

「私たちは、宇宙の法則を数式で記述することができます。しかし、その数式が、なぜこのよう

な形をしているのか、その根源的な問いには、科学だけでは答えられません」

悠真は、聴衆に向かって語りかけた。彼の言葉は、論理的でありながら、同時に深い慈悲に満ち

ていた。

「阿弥陀仏の四十八願は、単なる願望ではありません。それは、全ての衆生を救済するための、

宇宙規模の『プログラム』なのです。このプログラムは、私たち一人ひとりの心の中にインスト

ールされており、念仏という『起動コマンド』によって、その慈悲の力が発揮されるのです」

聴衆は、彼の言葉に引き込まれていった。特に、科学的な知識を持つ人々は、仏教の教えが、こ

れまでとは全く異なる視点から語られていることに驚きを隠せなかった。

「極楽浄土は、物理的な場所ではありません。それは、阿弥陀仏の慈悲によって創造された、心

の『多次元空間』なのです。私たちが念仏を唱え、信心を深めることで、その空間にアクセス

し、究極の安らぎと喜びを体験することができます」

悠真は、量子力学の多世界解釈や、宇宙のマルチバース理論を引き合いに出しながら、極楽浄土

の概念を説明した。それは、従来の仏教の枠を超えた、革新的な解釈だった。

「そして、信心とは、この阿弥陀仏のプログラムを『信頼』し、その働きに『身を委ねる』こと

です。科学者が、未解明な現象に対して、既存の理論を信じて研究を進めるように、私たちもま

た、阿弥陀仏の慈悲を信じて、念仏の道を歩むのです」



彼の法話は、多くの人々の心に響いた。科学と仏教が、対立するものではなく、互いに補完し合

う関係にあるという彼のメッセージは、現代社会に生きる人々に、新たな希望を与えた。

ある日、悠真は、かつて彼が悩んだ「信心」について、新たな理解に到達していた。

信心とは、論理的な根拠なしに何かを信じることではない。それは、阿弥陀仏の慈悲という「宇

宙の根本法則」を、体験を通じて「確信する」ことなのだ。

それは、科学者が実験を繰り返し、理論の正しさを確信するプロセスと、本質的には同じだっ

た。ただ、その「実験」の場が、外的な世界ではなく、私たち自身の心の中にあるだけなのだ。

悠真は、科学者としての探求心と、修行僧としての信心を両立させ、新たな道を歩み始めた。彼

の心の中には、もはや科学と仏教の間に矛盾はなかった。両者は、宇宙の真理に迫るための、異

なるが補完的な二つの言語なのだ。

彼は、極楽浄土を「心の宇宙」として再解釈し、阿弥陀仏の慈悲を「量子もつれの慈悲」と呼ん

だ。それは、物理的な距離や時間に関係なく、全ての存在を結びつけ、救済へと導く、根源的な

力だった。

そして、悠真は知っていた。この宇宙には、数式で記述できる真理と、言葉や論理を超えた体験

によってのみ理解できる真理があることを。そして、その両方を統合することこそが、真の「極

楽の数式」を解き明かす道なのだと。

彼の法話は、今日も多くの人々の心を照らし続けている。科学と仏教の光が交差するその場所

で、藤原悠真は、新たな時代の仏教を築き上げていく。

（完）


